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特集―パートタイマーの組織化と処遇改善 

別紙1

　（財）21世紀職業財団では平成18年４月１日に「パート
活躍度診断サイト」を稼動開始した。利用は無料である。 
（アドレス）http://parttimers-21.jp。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１．趣旨・目的 
 パートタイム労働指針の改正により「均衡処遇」の考
え方が具体的に示されたが、「指針」は事業主に求めら
れる措置を総論的に述べたものであるという性格上、具
体的に何を取り組むべきかについて個々の事業主にはな
かなか分かりにくい面がある。 
 そこで21世紀職業財団では、平成17年度の事業として 、
均衡処遇に向けた取り組みをどの程度実施しているかに
ついて事業主自らがチェックできる「指標」を開発する
こととした。 
　これまで、21世紀職業財団では、事業主に法令に基づ
いた雇用管理ができているかどうかをチェックさせるた
めの「自主点検表」を作成し、毎年度多くの事業主に配
布し、雇用管理の改善を促してきた。今回の「指標」は
これの発展形という位置付けである。 
 ただし、これまでの「自主点検表」は紙に印刷し、郵
送にて事業主に配布していたためにどうしても数的な拡
がりに欠け、また企業の人事担当者が実施したいと考え
たときに対応することができないという欠点があった。
そこで、新しい「指標」はこれまでのやり方にとどまらず、
インターネット上のシステムとして作成し、担当者がい
つでも、どこからでも自由にアクセスできるような仕組
みとした。 

２．検討経緯 
 東京大学の佐藤博樹教授を座長とする検討委員会を設
置し、昨年７月から、「指標」やシステムの具体的な内
容について検討を進めた。さらに、委員会の下にワーキ
ンググループを設置し、具体的な検討を行った。厚生労
働省短時間・在宅労働課がオブザーバーである。 
  
３．「パート活躍度診断サイト」の概要 
①事業主（人事担当者）がサイトにアクセスする。 
②事業所の雇用管理の状況について事業主（人事担当者）
が入力する。質的・量的基幹化の状況や基幹化につい
ての今後の意向ならびに・パート労働者の処遇の状況（個
別分野ごと）を入力する。 
③雇用管理の個別分野（賃金・人事評価・手当・正社員
への転換制度など）ごとにコンピューターシステムが
取り組み状況について、Ａ・Ｂ・Ｃの三段階で「診断」
を提示する。 
④個別分野を統合して「総合評価」を判定（Ａ・Ｂ・Ｃ
の三段階）。（評価結果のイメージは別紙１） 

⑤個別分野ごとに「診断」内容に応じたアドバイスを提
供し、それをもとに今後の取組に関するアドバイスも
提供する。（アドバイスのイメージは別紙２） 
⑥個別分野ごとに他社の成功事例を提供し、紹介する。（他
社事例のイメージは別紙３） 
　なお、診断の結果、個別の対応・アドバイスを求める
事業主に対しては、財団から雇用管理アドバイザー等を
派遣するなどして相談に応じることが可能である。 
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